
(57)【要約】

【課題】　誘電体共振器の構成を単純化し組立を容易に

する。

【解決手段】　上面が開放され底面に誘電体共振素子を

設置するための凹部1aを有する箱形のケース１に、上面

端部位置がケース側壁上面位置より高くなる長さを有す

る誘電体共振素子２を前記凹部に上面に向け設置する。

誘電体共振素子２をアース板３によりケース１の上面側

から被覆し且つアース板３をケース蓋４により被覆しケ

ース１に固定する。該ケース蓋４には誘電体共振素子２

の押え部材７を設け、押え部材７とアース板３との間に

バネ座金６、平座金５を介挿する。押え部材７及びバネ

座金６により誘電体共振素子２をケース１の底面に圧接

する。押え部材７に周波数調整ネジ８を設け、このネジ

８により中心周波数の調整を行う。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 面 が 開 放 さ れ 底 面 に 誘 電 体 共 振 素 子 を 設 置 す る た め の 凹 部 を 有 す る 箱 形 の ケ ー ス と 、 前
記 凹 部 に 上 面 に 向 け 設 置 さ れ 、 上 面 端 部 位 置 が ケ ー ス 側 壁 上 面 位 置 よ り 高 く な る 長 さ を 有
す る 誘 電 体 共 振 素 子 と 、 誘 電 体 共 振 素 子 を ケ ー ス の 上 面 側 か ら 被 覆 す る ア ー ス 板 と 、 ア ー
ス 板 を 被 覆 し 且 つ ケ ー ス に 固 定 す る た め の ケ ー ス 蓋 と 、 該 ケ ー ス 蓋 に 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ
誘 電 体 共 振 素 子 の 上 面 端 部 を 押 圧 す る 押 え 部 材 と 、 押 え 部 材 と ア ー ス 板 と の 間 の 介 装 さ れ
る 弾 性 部 材 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 誘 電 体 共 振 器 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 1記 載 の 誘 電 体 共 振 器 に お い て 、 前 記 誘 電 体 共 振 素 子 は 、 両 端 部 表 面 に 金 属 膜 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 誘 電 体 共 振 器 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 誘 電 体 共 振 器 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 移 動 体 通 信 設 備 及 び 放 送 設 備 等 で 使 用 さ れ る 送 受 信 装 置 に お い て 送 受 信 に 共
用 可 能 な 誘 電 体 共 振 器 及 び こ の 誘 電 体 共 振 器 を 備 え る フ ィ ル タ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 放 送 設 備 等 の 送 受 信 装 置 に お い て は 、 Ｔ Ｅ Ｍ モ ー ド （ λ ／ 4共 振 ） を 用 い る 誘 電
体 共 振 器 及 び Ｔ Ｅ 01δ モ ー ド を 用 い る 誘 電 体 共 振 器 が 多 く 使 用 さ れ て い る 。 し か し 、 前 者
は Ｑ 値 等 良 好 な 誘 電 体 特 性 が 得 ら れ 難 い 、 後 者 は 良 好 な 特 性 は 得 ら れ る が 形 状 が 大 型 化 す
る 等 の 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に Ｔ Ｍ モ ー ド を 使 用 し 共 振 素
子 及 び ケ ー ス を セ ラ ミ ッ ク ス 一 体 型 と し た 誘 電 体 共 振 器 が 開 発 さ れ て い る が 、 コ ス ト 面 、
重 量 面 で な お 問 題 を 残 し て い る 。
　 現 在 多 く の 携 帯 電 話 シ ス テ ム で は 基 地 局 （ Ｂ Ｔ Ｓ 装 置 ） 内 に 設 置 さ れ た 送 信 機 と 受 信 機
を 一 本 の 同 軸 ケ ー ブ ル で 共 用 す る フ ィ ル タ 装 置 を 介 し 鉄 塔 上 に 設 置 さ れ た ア ン テ ナ ま で 同
軸 ケ ー ブ ル で 給 電 し て い る が 、 次 世 代 携 帯 電 話 シ ス テ ム で は 送 信 ア ン プ 及 び 受 信 ア ン プ を
鉄 塔 上 の ア ン テ ナ 内 又 は 直 下 に 設 置 し 地 上 に あ る 基 地 局 装 置 と 光 ケ ー ブ ル で 接 続 す る よ う
に な る 。 こ の た め フ ィ ル タ 装 置 も 一 層 の 小 型 、 軽 量 化 、 低 コ ス ト 化 が 求 め ら れ て い る 。
　 こ れ に 対 処 す る た め に 上 述 の セ ラ ミ ッ ク ス 一 体 型 の 誘 電 体 共 振 器 に 代 わ り 、 両 側 が 開 口
さ れ た 金 属 製 の シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 と 、 こ の シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 の 両 側 開 口 部 に 設 け ら れ
る 金 属 製 の シ ー ル ド ケ ー ス 側 壁 と 、 シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 と シ ー ル ド ケ ー ス 側 壁 と の 間 に 設
け ら れ る ア ー ス 板 で あ っ て 、 そ の 中 央 部 を シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 側 に 突 出 さ せ て 形 成 さ れ る
凸 部 及 び こ の 凸 部 の 形 成 に 伴 い 反 対 側 に 形 成 さ れ る 凹 部 を 有 す る ア ー ス 板 と 、 シ ー ル ド ケ
ー ス 本 体 内 に お い て 両 側 ア ー ス 板 の 凸 部 間 に 設 け ら れ る 誘 電 体 共 振 素 子 と 、 各 ア ー ス 板 の
凹 部 と シ ー ル ド ケ ー ス 側 壁 と の 間 に 設 け ら れ ア ー ス 板 を 介 し て 誘 電 体 共 振 素 子 を 保 持 す る
弾 性 体 か ら な る 誘 電 体 保 持 部 材 と 、 誘 電 体 共 振 素 子 の 側 方 に 位 置 す る よ う に 各 シ ー ル ド ケ
ー ス 側 壁 に 設 け ら れ る 結 合 コ イ ル と を 有 す る Ｔ Ｍ モ ー ド 誘 電 体 共 振 器 に 係 る 発 明 が な さ れ
て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-94308号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 Ｔ Ｍ モ ー ド 誘 電 体 共 振 器 は 、 シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 の 両 側 開 口 部 に シ
ー ル ド ケ ー ス 側 壁 を 取 付 け る 構 造 を 採 用 し て い る た め 組 立 に 非 常 に 手 間 が か か る と 共 に 良
好 な 共 振 特 性 が 得 ら れ 難 く な っ て い る 。 つ ま り 組 立 に 際 し 、 ま ず 誘 電 体 共 振 素 子 両 端 の 外
周 を テ ー パ 状 に 形 成 し 、 誘 電 体 共 振 素 子 の 先 端 面 及 び テ ー パ 部 に 予 め 銀 を 蒸 着 し て お き 、
こ の テ ー パ 部 と 両 ア ー ス 板 の 凸 部 間 に 、 そ の 外 周 に 沿 っ て 半 田 を 流 し 込 み 、 誘 電 体 共 振 素
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子 を 両 ア ー ス 板 に 固 定 す る 。 そ し て 、 こ の ア ー ス 板 を シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 に 実 装 す る 。 次
に 、 両 ア ー ス 板 の 凹 部 に 誘 電 体 保 持 部 材 を 介 在 さ せ 、 予 め 結 合 コ イ ル を 装 着 し た シ ー ル ド
ケ ー ス 側 壁 を シ ー ル ド ケ ー ス 本 体 に ネ ジ 止 め す る 。
　 こ の 構 成 か ら 明 ら か な よ う に 前 記 Ｔ Ｍ モ ー ド 誘 電 体 共 振 器 は 、 誘 電 体 共 振 素 子 を 半 田 付
け に よ り 予 め ア ー ス 板 に 固 定 し 、 そ の ア ー ス 板 を 両 シ ー ル ド ケ ー ス 側 壁 で 挟 む よ う に し て
ネ ジ 止 め す る の で 構 造 が 複 雑 で 組 立 に 手 間 が か か る 。 ま た 前 記 半 田 付 け に よ る 固 定 時 に 、
ア ー ス 板 と 誘 電 体 共 振 器 と が 密 着 さ れ ず 少 し で も 隙 間 が 存 在 す る 状 態 で 固 定 さ れ る と 、 誘
電 体 保 持 部 材 の 形 状 等 を 配 慮 し な い 限 り ア ー ス 板 と 誘 電 体 共 振 器 と の 確 実 な 固 定 が 確 保 さ
れ ず 、 温 度 変 化 に 基 く 接 触 不 良 が 生 じ る 。 そ し て 、 そ の こ と が 原 因 で 共 振 特 性 が 安 定 化 し
な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 熱 膨 張 に よ る 部 材 の ず れ を 無 く す る Ｔ Ｍ モ ー ド 誘 電 体 共 振 器 に お い て
、 共 振 器 の 構 成 を 単 純 化 し 組 立 を 容 易 に す る こ と を 第 1の 目 的 と し 、 し か も 周 囲 の 温 度 変
化 に 対 し て 安 定 し た 共 振 特 性 が 得 ら れ る よ う に す る こ と を 第 2の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 上 面 が 開 放 さ れ 底 面 に 誘 電 体 共 振 素 子 を 設 置 す る た め の 凹 部 を 有 す
る 箱 形 の ケ ー ス と 、 前 記 凹 部 に 上 面 に 向 け 設 置 さ れ 、 上 面 端 部 位 置 が ケ ー ス 側 壁 上 面 位 置
よ り 高 く な る 長 さ を 有 す る 誘 電 体 共 振 素 子 と 、 誘 電 体 共 振 素 子 を ケ ー ス の 上 面 側 か ら 被 覆
す る ア ー ス 板 と 、 ア ー ス 板 を 被 覆 し 且 つ ケ ー ス に 固 定 す る た め の ケ ー ス 蓋 と 、 該 ケ ー ス 蓋
に 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ 誘 電 体 共 振 素 子 の 上 面 端 部 を 押 圧 す る 押 え 部 材 と 、 押 え 部 材 と ア ー
ス 板 と の 間 の 介 装 さ れ る 弾 性 部 材 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 誘 電 体 共 振 器 で あ る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 1記 載 の 誘 電 体 共 振 器 に お い て 、 前 記 誘 電 体 共 振 素 子 は 、 両
端 部 表 面 に 金 属 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 誘 電 体 共 振 器 で あ る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 誘 電 体 共 振 器 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る フ ィ
ル タ 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 誘 電 体 共 振 器 の 構 成 を 単 純 化 す る こ と が で き る 。 こ の た め 半 田 付 け 等
の 工 程 が 不 要 と な り 組 立 が 容 易 に な る 。 こ の 構 成 に よ り 熱 膨 張 率 の 違 い に 基 く ケ ー ス と 誘
電 体 共 振 素 子 の ず れ を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 安 定 し た 共 振 特 性 を 得 る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 誘 電 体 共 振 器 の 断 面 構 成 図 で あ り 、 図 1（ Ａ ） は 中 央
部 断 面 図 、 図 1（ Ｂ ） は 上 面 図 を 示 す 。
　 図 １ に お い て 、 誘 電 体 共 振 器 100は 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ 、 誘 電 体 共 振 素 子 ２ 、 ア ー ス 板
３ 、 シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ 、 平 座 金 ５ 、 バ ネ 座 金 ６ 、 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具 ７ 、 周 波 数 調
整 ネ ジ ８ 、 周 波 数 調 整 ネ ジ 固 定 ナ ッ ト ９ 、 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 シ ー ル ド ケ ー ス １ は 上 面 が 開 放 さ れ た 箱 形 の ケ ー ス で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は 銅 で 構 成
す る 。 シ ー ル ド ケ ー ス １ の 底 面 中 央 部 に は 誘 電 体 共 振 素 子 ２ の 底 部 が 挿 入 可 能 な 凹 部 1aを
設 け 、 ま た そ の 側 壁 の う ち 互 い に 対 向 す る 側 壁 の そ れ ぞ れ に 電 波 の 入 出 力 用 同 軸 コ ネ ク タ
１ ０ を 設 置 す る 。 入 出 力 用 同 軸 コ ネ ク タ １ ０ の シ ー ル ド ケ ー ス １ 内 面 側 は 結 合 ル ー プ １ １
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 誘 電 体 共 振 素 子 ２ は セ ラ ミ ッ ク ス 製 の 円 柱 体 で あ り 、 そ の 一 端 部 か ら 他 端 部 に 向 け て 後
述 す る 周 波 数 調 整 ネ ジ ８ が 挿 入 可 能 な 孔 2bを 穿 設 し 、 ま た 両 端 部 表 面 に 銀 の 厚 膜 2aを 形 成
す る 。 な お 、 誘 電 体 共 振 素 子 ２ は 円 筒 体 で 構 成 し て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ー ス 板 ３ は 銅 製 の 平 板 で あ り 、 好 ま し く は 片 方 の 面 に 銀 の 厚 膜 を メ ッ キ 又 は 蒸 着 に よ
り 構 成 す る 。 ま た 図 1に は 図 示 が 省 略 さ れ て い る が 中 央 部 に 周 波 数 調 整 ネ ジ ８ が 通 過 す る
の に 十 分 な 大 き さ の 孔 を 有 し 、 さ ら に 周 辺 部 に 止 め ネ ジ が 通 る 孔 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ は シ ー ル ド ケ ー ス １ の 上 面 開 口 部 を 覆 う ア ル ミ ニ ウ ム 又 は 銅 製 の や
や 厚 め の 平 板 で あ り 、 そ の 中 央 部 に 後 述 す る 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具 ７ が 設 置 可 能 な 孔 4a
（ 図 ２ ） を 設 け 、 そ の 内 側 は 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具 ７ が 設 置 可 能 な よ う に ネ ジ を 切 っ て
お く 。 ま た 図 1に は 図 示 が 省 略 さ れ て い る が シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ 周 辺 部 に 止 め ネ ジ が 通 る
孔 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 平 座 金 ５ は 汎 用 の 平 座 金 で あ り 、 ま た バ ネ 座 金 ６ は 汎 用 の バ ネ 座 金 で あ る 。 バ ネ 座 金 ６
は 弾 性 の 強 い ゴ ム 製 の リ ン グ で も 構 わ な い 。 平 座 金 ５ 及 び バ ネ 座 金 ６ は 誘 電 体 共 振 素 子 押
え 金 具 ７ と 共 に 誘 電 体 共 振 素 子 ２ を 押 圧 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具 ７ は 、 六 角 形 の 頂 部 と 該 頂 部 に 引 続 い て 形 成 さ れ る 円 形 ね じ 込
み 部 か ら な り 、 こ の ね じ 込 み 部 が シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ の 孔 4aに ね じ 込 ま れ る こ と に よ り 誘
電 体 共 振 素 子 ２ を バ ネ 座 ６ を 介 し て 押 圧 し シ ー ル ド ケ ー ス 1底 面 に 圧 設 固 定 す る 。 誘 電 体
共 振 素 子 押 え 金 具 ７ は 、 そ の 中 央 部 に 周 波 数 調 整 ネ ジ ８ が 挿 通 す る 孔 （ 不 図 示 ） を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 周 波 数 調 整 ネ ジ ８ は 調 整 位 置 を 固 定 す る た め の ナ ッ ト ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 2は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 誘 電 体 共 振 器 の 組 立 説 明 図 で あ る 。 図 2を 参 照 し て 誘 電
体 共 振 器 の 組 立 手 順 を 説 明 す る 。
　 は じ め に 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ の 相 対 向 す る 側 壁 に 同 軸 コ ネ ク タ 10を 取 付 け て お き 、 そ の
シ ー ル ド ケ ー ス １ の 底 面 の 凹 部 1aに 誘 電 体 共 振 素 子 ２ を ケ ー ス の 開 口 部 側 か ら 挿 入 設 置 す
る 。 誘 電 体 共 振 素 子 ２ は 凹 部 1aに 挿 入 設 置 さ れ た 状 態 で 、 そ の 端 部 位 置 が シ ー ル ド ケ ー ス
１ の 側 壁 よ り も 高 く な る よ う に （ 図 ２ の 高 さ h） 、 誘 電 体 共 振 素 子 ２ の 長 さ 寸 法 を 決 め て
お く 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 ア ー ス 板 ３ を シ ー ル ド ケ ー ス １ の 開 口 部 に 被 せ 、 更 に そ の 上 に シ ー ル ド ケ ー ス 蓋
４ を 被 せ 、 シ ー ル ド ケ ー ス １ の 周 辺 部 に 設 け ら れ た 不 図 示 の ネ ジ 孔 を 通 し て ア ー ス 板 ３ と
シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ と を 同 時 に ネ ジ 止 め す る 。 こ の と き ア ー ス 板 ３ は 、 誘 電 体 共 振 素 子 ２
の 高 さ が シ ー ル ド ケ ー ス １ の 側 壁 の 高 さ よ り 高 く な っ て い る た め 、 上 方 向 に 凸 状 に 変 形 し
て ネ ジ 止 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 続 い て 、 シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ の ね じ 込 み 孔 4aに 平 座 金 ５ 及 び バ ネ 座 金 ６ を 投 入 し 、 誘 電
体 共 振 素 子 押 え 金 具 ７ を ね じ 込 む 。 こ の ね じ 込 み に よ り 誘 電 体 共 振 素 子 ２ は 縦 方 向 に 押 圧
さ れ シ ー ル ド ケ ー ス 1底 面 に 圧 接 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 同 軸 コ ネ ク タ 10を 介 し て 例 え ば 900メ ガ ヘ ル ツ （ MHz） の 電 波 が 入 力 さ れ る と 、 誘 電 体 共
振 素 子 ２ と 結 合 し Ｔ Ｍ モ ー ド を 励 振 し 、 他 方 の 同 軸 コ ネ ク タ 10か ら 出 力 さ れ る 。 こ の と き
周 波 数 調 整 ネ ジ ８ を 回 転 調 整 す る こ と に よ り 中 心 周 波 数 （ 例 え ば 900メ ガ ヘ ル ツ （ MHz） ）
を 調 整 す る こ と が で き る 。 調 整 終 了 後 は ナ ッ ト ９ に よ り 周 波 数 調 整 ネ ジ ８ の 位 置 を 固 定 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 、 図 １ で 示 し た 誘 電 体 共 振 器 は 中 心 周 波 数 が 調 整 可 能 な タ イ プ の 誘 電 体 共 振 器 で あ
る が 、 周 波 数 固 定 型 の 誘 電 体 共 振 器 を 構 成 す る こ と も で き る 。 周 波 数 固 定 型 の 誘 電 体 共 振
器 の 場 合 、 誘 電 体 共 振 素 子 は 周 波 数 調 整 ネ ジ の 挿 入 の 必 要 が な い の で 、 周 波 数 調 整 ネ ジ の
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挿 入 孔 を 持 た な い 円 柱 状 の 誘 電 体 共 振 素 子 と し て 構 成 す る と 共 に 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具
７ の 周 波 数 調 整 ネ ジ ８ を 無 く す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 誘 電 体 共 振 器 の 構 成 が 単 純 化 す る の で 、 ア ー ス 板 に 凹 部 を 設 け る
加 工 や 誘 電 体 共 振 素 子 の 端 部 を テ ー パ 上 に す る 加 工 、 更 に は ア ー ス 板 と 誘 電 体 共 振 素 子 を
予 め 半 田 付 け 等 に よ り 固 定 し て お く 加 工 等 が 一 切 不 必 要 と な り 、 誘 電 体 共 振 器 の 組 立 が 容
易 に な る 。
　 ま た 、 誘 電 体 共 振 素 子 ２ の 一 端 部 は シ ー ル ド ケ ー ス １ の 底 面 凹 部 1aで 固 定 さ れ 、 他 端 部
は ア ー ス 板 が 外 側 に 凸 状 に 変 形 す る こ と に よ り 固 定 さ れ 、 更 に 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具 ７
及 び バ ネ 座 金 ６ に よ る 押 圧 で 圧 設 固 定 さ れ る の で 、 周 囲 温 度 が 変 化 し 誘 電 体 共 振 素 子 ２ と
シ ー ル ド ケ ー ス １ の 熱 膨 張 率 の 違 い に 基 く 誘 電 体 共 振 素 子 ２ と シ ー ル ド ケ ー ス １ と の 間 の
隙 間 の 発 生 を な く す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 Ｑ 値 が 安 定 し 温 度 変 化 に 対 し て 安 定 し た 共
振 特 性 が 得 ら れ る 。
　 更 に 、 誘 電 体 共 振 素 子 ２ の 両 端 部 表 面 に 銀 な ど の メ タ ラ イ ズ を 施 す の で 、 ア ー ス 板 ３ を
介 す る シ ー ル ド ケ ー ス １ へ の 電 気 的 接 触 が よ く な る 。 従 っ て Ｑ 値 が 安 定 し 共 振 特 性 が 安 定
す る 。 更 に ま た 、 誘 電 体 押 え 金 具 ７ を ね じ 込 み 式 に す る こ と に よ り 、 ケ ー ス と 誘 電 体 の 寸
法 誤 差 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 ケ ー ス と 誘 電 体 の 寸 法 が 精 度 よ く 加 工 で き る 場 合 は 誘 電
体 押 え 金 具 ７ と シ ー ル ド ケ ー ス 蓋 ４ を 一 体 構 造 と し て も よ く 、 ま た 誘 電 体 共 振 素 子 ２ の 両
端 部 表 面 を 精 度 よ く 加 工 で き る 場 合 は メ タ ラ イ ズ を 省 略 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 誘 電 体 共 振 器 の 利 用 例 に つ い て 述 べ る 。
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 誘 電 体 共 振 器 を 用 い た 送 受 共 用 フ ィ ル タ 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、
図 中 、 （ Ａ ） は 上 面 図 、 （ Ｂ ） は 断 面 図 で あ る 。
　 図 ３ に お い て 、 送 受 共 用 フ ィ ル タ 装 置 は 上 下 2段 構 成 に な っ て お り 、 Ｃ Ｘ は 不 図 示 の ア
ン テ ナ へ の 結 合 端 子 、 Ｔ Ｘ は 不 図 示 の 送 信 ア ン プ の 出 力 の 入 力 端 子 、 Ｒ Ｘ は 不 図 示 の 受 信
ア ン プ へ の 出 力 端 子 を 示 す 。 ま た 21乃 至 26は そ れ ぞ れ 共 振 室 、 31乃 至 35は そ れ ぞ れ 共 振 室
間 の 電 波 の 結 合 ネ ジ を 示 す 。 各 共 振 室 に は 、 図 1及 び 図 2で 述 べ た 誘 電 体 共 振 器 が 取 付 け ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 段 側 受 信 用 フ ィ ル タ 装 置 及 び 下 段 側 送 信 用 フ ィ ル タ 装 置 と も 同 一 構 造 で あ る の で 、 上
段 側 受 信 用 フ ィ ル タ 装 置 に つ い て 説 明 す る と 、 ア ン テ ナ 結 合 端 子 CXに 入 力 さ れ た 受 信 電 波
は 、 共 振 室 25で Ｔ Ｍ モ ー ド を 励 振 し 、 こ の モ ー ド は 結 合 ネ ジ 34を 介 し て 共 振 室 24で 同 じ よ
う に Ｔ Ｍ モ ー ド を 励 振 す る 。 同 じ 形 態 で 結 合 ネ ジ 33を 介 し て 共 振 室 23で 、 更 に 結 合 ネ ジ 32
を 介 し て 共 振 室 22で 、 更 に 又 結 合 ネ ジ 31を 介 し て 共 振 室 21で Ｔ Ｍ モ ー ド を 励 振 し 、 結 合 調
整 ね じ 35を 介 し て 共 振 室 35か ら 受 信 出 力 端 子 RXに 結 合 し 、 受 信 機 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 送 信 機 か ら 入 力 端 子 TXに 入 力 さ れ た 送 信 電 波 は 、 受 信 の 場 合 と 逆 の 経 路 を 辿 り 、
ア ン テ ナ 結 合 端 子 CXか ら 不 図 示 の ア ン テ ナ へ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の 送 受 共 用 フ ィ ル タ 装 置 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 装 置 を 小 型 に 構 成 す る こ と が で き る 。
ま た 周 波 数 調 整 や 結 合 調 整 が 容 易 に で き る の で 、 所 定 の フ ィ ル タ 特 性 を 容 易 に 得 る こ と が
で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に 係 る 誘 電 体 共 振 器 は 、 構 造 が 簡 単 で 共 振 特 性 の 安 定 化 を 指 向 す る
誘 電 体 共 振 器 と し て 有 用 で あ り 、 特 に 多 段 形 の 送 受 共 用 フ ィ ル タ 装 置 に 用 い る の に 適 し て
い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 誘 電 体 共 振 器 の 断 面 構 成 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 誘 電 体 共 振 器 の 組 立 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 誘 電 体 共 振 器 を 用 い た 送 受 共 用 フ ィ ル タ 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ・ ・ シ ー ル ド ケ ー ス 、 ２ ・ ・ 誘 電 体 共 振 素 子 、 ３ ・ ・ ア ー ス 板 、 ４ ・ ・ シ ー ル ド ケ ー
ス 蓋 、 ５ ・ ・ 平 座 金 、 ６ ・ ・ バ ネ 座 金 、 ７ ・ ・ 誘 電 体 共 振 素 子 押 え 金 具 、 ８ ・ ・ 周 波 数 調
整 ネ ジ 、 ９ ・ ・ 周 波 数 調 整 ネ ジ 固 定 ナ ッ ト 、 １ ０ ・ ・ 同 軸 用 コ ネ ク タ 、 １ １ ・ ・ 結 合 ル ー
プ 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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